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＜ゲストプロフィール＞

　

吉川颯太

・横浜市立大学2年
・空手、水泳、陸上、ソフトボール、野球　

野田口　祐大

・横浜国立大学２年

・ソフトテニス、水泳、ハンドボール

担当メンバー：小峯萌花

久保田 貴一
横浜市立大学 2年
空手、陸上、バレーボール

木村　彩乃
・横浜市立大学 2年
・空手、テニス
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＜フライングディスクをこうしていきたい＞

　・フライングディスクに関わらず様々なスポーツを、誰でも、手軽にできる環境を整

えたい

　・体育でスポーツや運動に対して苦手意識を持っている人たちの受け皿をつくる

＜困っていること / 課題＞

　・日本と諸外国では「スポーツ」に対する考え方が異なる

担当メンバー：小峯萌花
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＜考えている解決策＞

　・「スポーツ」のハードルを下げる

①日本ではスポーツが「部活」にカテゴライズされている為、勝敗への執着　　がある

②スポーツというものが、運動神経や能力だったり、エリートだけのものに　　なってい

る気がする

③やめることに対して後ろめたさを感じる

→スポーツ本来の楽しさを提供する場所をつくる

　・様々な世代の人に楽しんでもらう

→スポーツを楽しむのは子どもだけではない

　親子イベントにするとより幅広い世代にアプローチでき、楽しんでもらえる

担当メンバー：小峯萌花
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＜論点の整理＞

・新しいスポーツに触れたいと思う人の障壁（ネック）をニーズとして捉える

→必要な道具や場所にヒントがある

・スポーツはあくまでも「楽しい」を共有するツール

→コミュニティを形成していく上で必要な「コミュニケーション」をたやすく

　するツールの一つ。

担当メンバー：小峯萌花
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参加者写真 担当メンバー：小峯萌花
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ゲスト主催イベントのお知らせ
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会議内で使用した資料

以下のページは会議内で使用した資料です。

テーマ：ボブスポ！ ～日常にスポーツを～

作成：吉川颯太



ボブスポ！

～日常にスポーツを～



きっかけ
①スポーツがとにかく大好き

②色んなスポーツが気軽にできたらいいな～

③一部のスポーツをする体育とかでスポーツ全部が苦手という　
意識を持つ人がいるのではないか

④スポーツはコミュニケーションとるのに最高！



日本とスポーツ強国の人々のス
ポーツの捉え方

競技性　＞　スポーツ本来の楽しさ 競技性　＜　スポーツ本来の楽しさ



ビジョン

スポーツで繋がる地域の人々の笑顔

～ボブスポ！でスポーツの無限の可能性を感じる～


